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(57)【要約】
【課題】内視鏡の窓部への汚れの付着を抑制することで
、手技が中断されず、かつ小型化が可能な内視鏡装置を
提供する。
【解決手段】内部にルーメン１１１が形成される長尺体
１１と、前記長尺体の生体に挿入される先端側の端部に
配置され、外部の光を取り入れる窓部１２２を備えて画
像を取得する撮像部１２と、前記長尺体の先端側の端部
に、先端側へ向かって前記ルーメンから少なくとも気体
を含む流体を吐出する吐出部１５と、を有し、前記吐出
部は、前記撮像部に含まれるレンズへの光路を構成する
開口であることを特徴とする内視鏡装置１０である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部にルーメンが形成される長尺体と、
　前記長尺体の生体に挿入される先端側の端部に配置され、外部の光を取り入れる窓部を
備えて画像を取得する撮像部と、
　前記長尺体の先端側の端部に、先端側へ向かって前記ルーメンから少なくとも気体を含
む流体を吐出する吐出部と、
を有し、
　前記吐出部は、前記撮像部に含まれるレンズへの光路を構成する開口であることを特徴
とする、内視鏡装置。
【請求項２】
　前記撮像部は、矩形の固体撮像素子と、前記固体撮像素子の４辺の少なくとも１辺に対
応して配置される光を照射するための照射部と、を有する、請求項１に記載の内視鏡装置
。
【請求項３】
　前記吐出部に供給される気体を加湿する加湿部を有する、請求項１または２に記載の内
視鏡装置。
【請求項４】
　前記吐出部の総断面積は、０．０１～５ｍｍ２である、請求項１～３のいずれか１項に
記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記検出部からの流体の吐出流量は、０．１～６００ｍｌ／秒である、請求項１～４の
いずれか１項に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記長尺体の外径は、３ｍｍ以下である、請求項１～５のいずれか１項に記載の内視鏡
装置。
【請求項７】
　前記撮像部の外径は、２．５ｍｍ以下である、請求項１～５のいずれか１項に記載の内
視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入方向の先端に設けられる窓部の汚れを抑制できる内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）は、正常な呼吸を妨げる肺疾患の広範な群を意味し、肺
が、肺気腫及び慢性気管支炎から選択される、少なくとも１つの疾患の存在により閉塞す
る疾患である。ＣＯＰＤは、これらの症状が、しばしば同時に存在し、そして個々の症例
において、どの疾患が肺の閉塞を引き起こす原因であるかを確認するのが難しい。臨床的
には、ＣＯＰＤは、数ヶ月にわたって一定であり、慢性気管支炎の症例では連続２年以上
持続する、肺からの呼気流量の低下によって診断される。
【０００３】
　このうち、肺気腫は、ガス交換の場となる呼吸細気管支、肺胞道、肺胞、及び肺胞嚢を
含む肺胞実質と呼ばれる組織に破壊をともなった異常な拡大が生じた状態をいう。正常な
肺胞実質は呼息時に収縮するが、気腫化した肺胞実質は呼吸により拡張した後はもとには
戻らない。このため、呼気を十分に行えない。その上、肺胞の有効面積や血管床（肺胞の
表面に縦横に走る毛細血管）が減るため、肺全体の換気能力が低下する。加えて、炎症に
よりエラスチンやコラーゲンなどが破壊されているため、肺の弾力性も低下し、気道を引
っ張って広げていることができず、気管支が変形しやすい状態になっている。このため、
呼気のときに肺が縮むと、その気管支が空気に満たされた周りの肺胞に圧迫されて狭くな
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り、肺が過膨脹し、空気が出難くなる。
【０００４】
　肺気腫に対する処置としては、現在のところ、一時的に症状を緩和させる酸素療法や薬
物療法に加え、外科的方法として、肺の病変部を除去し、肺の正常部の膨張を促す肺縮小
手術があるが、肺縮小手術では病変部だけでなく病変部近傍の多くの正常部も除去される
ため、患者への負担が大きい。従って、医療用デバイスを経気管的に病変部まで内視鏡を
案内し、病変部だけを治療又は手術する低侵襲な処置が望ましい。
【０００５】
　ところで、内視鏡の光を取り入れる窓部（またはレンズ）は、使用時に汚れが取り付い
て見え難くなりやすい。このため、汚れた窓部は、窓部に生理的食塩水等の液体を吹き付
けるウインドウォッシャー方式や、窓部に接して動くワイパーを用いたワイパー方式等に
よって洗浄される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－１３５２１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、窓部に汚れが付着するたびに窓部を洗浄していると、手技が中断されて
しまう。また、ワイパー方式は機構が複雑になるために小型化が困難であり、直径３ｍｍ
以下の気管支、特に２ｍｍ以下、さらには気管支よりも先の特に径が１ｍｍより小さい細
気管支、終末細気管支、及び呼吸細気管支等にも内視鏡を挿入することを想定すると、望
ましくない。また、一旦窓部に汚れが取り付いた後に洗浄するのでは、窓部から完全に汚
れを取り除けない場合がある。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡の窓部への汚れの付着
を抑制することで、手技が中断されず、かつ小型化が可能な内視鏡装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本発明に係る内視鏡装置は、内部にルーメンが形成される長
尺体と、前記長尺体の生体に挿入される先端側の端部に配置され、外部の光を取り入れる
窓部を備えて画像を取得する撮像部と、前記長尺体の先端側の端部に、先端側へ向かって
前記ルーメンから少なくとも気体を含む流体を吐出する吐出部と、を有し、前記吐出部は
、前記撮像部に含まれるレンズへの光路を構成する開口であることを特徴とする、内視鏡
装置である。
【発明の効果】
【００１０】
　上記のように構成した本発明に係る内視鏡装置は、先端側へ向かってルーメンから流体
を吐出する吐出部を有しているため、汚れの付着自体を抑制でき、手技が中断されず、か
つ簡単な構造で実現できるために小型化が可能である。また、少なくとも気体を含む流体
を吐出するため、特に呼吸域等の気体を吐出可能な領域において適用されるが、このよう
な領域では手技の際に気体を吐出し続けることが可能であるため、汚れの付着を抑制しつ
つ手技を行うことが可能である。
【００１１】
　また、前記吐出部が、前記撮像部に含まれるレンズへの光路を構成する開口であるため
、光路を構成する開口を利用して窓部の汚れを抑制できる。
【００１２】
　前記撮像部が、矩形の固体撮像素子と、前記固体撮像素子の４辺の少なくとも１辺に対
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応して配置される光を照射するための照射部と、を有すれば、照射部を効率的に配置でき
る。
【００１３】
　前記吐出部に供給される気体を加湿する加湿部を有すれば、呼吸域等の湿潤状態が望ま
しい領域に使用する際に、吐出される流体による生体への影響を低減できる。
【００１４】
　前記吐出部の総断面積が、０．０１～５ｍｍ２であれば、内視鏡装置を小型化しつつ、
窓部への汚れの付着を良好に抑制できる。
【００１５】
　前記検出部からの流体の吐出流量が、０．１～６００ｍｌ／秒であれば、生体への影響
を抑えつつ、窓部への汚れの付着を良好に抑制できる。
【００１６】
　前記長尺体の外径が、３ｍｍ以下であれば、内視鏡装置を小型化しつつ、細い体腔への
挿入が容易となる。
【００１７】
　前記撮像部の外径が、２．５ｍｍ以下であれば、内視鏡装置を小型化しつつ、細い体腔
への挿入が容易となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１実施形態に係る内視鏡装置の概略構成図である。
【図２】第１実施形態に係る内視鏡装置の長尺体の先端部を示す断面図である。
【図３】図２の３－３線に沿う平面図である。
【図４】第２実施形態に係る内視鏡装置の長尺体の先端部を示す断面図である。
【図５】図４の５－５線に沿う平面図である。
【図６】第２実施形態に係る内視鏡装置の他の例を示す断面図である。
【図７】第３実施形態に係る内視鏡装置の長尺体の先端部を示す断面図である。
【図８】図７の８矢視平面図である。
【図９】第４実施形態に係る内視鏡装置の長尺体の先端部を示す断面図である。
【図１０】図９の１０矢視平面図である。
【図１１】第５実施形態に係る内視鏡装置の長尺体の先端部を示す断面図である。
【図１２】図１１の１２矢視平面図である。
【図１３】第６実施形態に係る内視鏡装置の長尺体の先端部を示す断面図である。
【図１４】図１３の１４矢視平面図である。
【図１５】第７実施形態に係る内視鏡装置を示す平面図である。
【図１６】第７実施形態に係る内視鏡装置の他の例を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。なお、図面の寸法比率は、説明の
都合上、誇張されて実際の比率とは異なる場合がある。
【００２０】
　＜第１実施形態＞
　第１の実施形態に係る内視鏡装置１０は、気管から先の“呼吸域”に挿入されて内部を
観察可能な内視鏡を含む装置であり、手技の際に、光を取り込むための窓部１２２に汚れ
が付着することを抑制できるものである。なお、本明細書中、“呼吸域”とは、気管、主
気管支、葉気管支、気管支、細気管支、終末細気管支、呼吸細気管支、肺胞管（肺胞道）
、肺胞、及び肺胞嚢からなる。図中では、呼吸域の一部を、管腔Ａとして示している。
【００２１】
　図１～３に示すように、内視鏡装置１０は、気管から先の“呼吸域”において分岐する
管腔Ａに挿入される長尺な長尺体１１と、長尺体１１の先端側に配置され、管腔Ａ内を撮
像する撮像部１２と、流体供給源１３と、加湿装置１４（加湿部）とを有している。なお
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、本明細書中、“先端側”とは、生体に挿入される側を示し、その反対側を“基端側”と
称する。
【００２２】
　長尺体１１は、長尺体１１を貫通するルーメン１１１を有する可撓性を備えた管体であ
る。ルーメン１１１には、長尺体１１の基端側の開口が形成せれるポート１１３から、流
体が流入可能となっている。ポート１１３へは、外部のポンプ等により構成される流体供
給源１３で加圧された空気が、加湿装置１４（加湿部）によって加湿された状態で供給さ
れる。加湿装置１４には、例えば加温式や超音波式等の加湿機器が適用できるが、これら
に限定されない。
【００２３】
　撮像部１２は、筒状の撮像ケース１２１と、撮像ケース１２１の一端側に設けられる透
明な窓部１２２と、撮像ケース１２１の内部に配置されて光学系を構成するレンズ１２３
と、撮像ケース１２１の内部に配置される固体撮像素子１２４と、観察に必要な光を生体
内に照射するための照射部１２５とを備えている。なお、光学系は、本実施形態では１つ
のレンズ１２３で構成されるが、複数のレンズを備えてもよい。また、窓部１２２は、光
学系を構成するレンズの１つであってもよい。撮像部１２では、透明な窓部１２２を透過
して撮像ケース１２１の内部へ導入された光が、レンズ１２３を介して固体撮像素子１２
４に導かれ、電気信号に変換される。固体撮像素子１２４で変換された電気信号は、長尺
体１１のルーメン１１１内を貫通する撮像ケーブル１２６を介して、外部に伝送される。
撮像部１２（撮像ケース１２１）の外径は、内視鏡装置１０を小型化するために、２．５
ｍｍ以下であることが好ましいが、これに限定されない。
【００２４】
　撮像ケース１２１は、長尺体１１の先端側において、ルーメン１１１の内壁との間に一
定幅の環状のクリアランスＣ１を有するように、ルーメン１１１の内壁から延びる支柱１
１４によって固定される。撮像ケース１２１の外壁とルーメン１１１の内壁との間のクリ
アランスＣ１を有する間隙は、ルーメン１１１内を流通する流体を先端側へ吐出する吐出
部１５として機能する。
【００２５】
　照射部１２５は、長尺体１１のルーメン１１１内を貫通する光ファイバであり、外部の
光源から光を供給可能となっている。固体撮像素子１２４は一般的に矩形で形成されるた
め、円筒形状の撮像ケース１２１には、固体撮像素子１２４の４辺に対応して活用されな
いデッドスペースが存在し、照射部１２５はこのデッドスペースを利用して効率的に配置
される。
【００２６】
　また、内視鏡装置１０は、撮像部１２、流体供給源１３および加湿装置１４を制御する
制御部１７と、撮像部１２で撮像された画像を表示する表示部１８とを有している。制御
部１７は、照射部１２５である光ファイバに接続される光源をも有する。また、制御部１
７は、撮像ケーブル１２６を介して固体撮像素子１２４からの信号を受信し、表示部１８
に画像を表示させる。表示部１８は、例えば、ブラウン管、液晶ディスプレイ、プラズマ
ディスプレイである。
【００２７】
　長尺体１１の外径Ｄ１は、大き過ぎると細い気管支への挿入が困難となり、小さ過ぎる
と固体撮像素子１２４も小さくなって観察が困難となる。したがって、長尺体１１の外径
Ｄ１は、好ましくは０．３ｍｍ～３ｍｍであり、より好ましくは、１．０ｍｍ～２．０ｍ
ｍである。なお、長尺体１１の外径Ｄ１は、必ずしも上記の範囲の寸法に限定されない。
【００２８】
　吐出部１５の流路の総断面積は、大き過ぎると流速が遅くなり、小さ過ぎると流量が小
さくなるため、いずれにしても汚れの付着の抑制に望ましくない。したがって、吐出部１
５の流路の総断面積は、０．０１～５ｍｍ２であり、より好ましくは０．０２～２ｍｍ２

である。
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【００２９】
　吐出部１５からの流体の吐出流量は、大き過ぎると生体に影響が生じ、小さ過ぎると汚
れの付着の抑制が困難となる。したがって、検出部からの流体の吐出流量は、０．１～６
００ｍｌ／秒であり、より好ましくは、１～２００ｍｌ／秒である。
【００３０】
　次に、本実施形態に係る内視鏡装置１０を用いた手技について説明する。
【００３１】
　まず、術者は、流体供給源１３および加湿装置１４を作動させて、加湿装置１４を介し
て加湿された空気を、長尺体１１のポートに流入させる。これにより、長尺体１１の吐出
部１５から加湿空気が吐出され、窓部１２２の前方に空気層が形成される。術者は、吐出
部１５から加湿空気を連続的に吐出させた状態を維持しつつ、長尺体１１を患者の口また
は鼻から気管に挿入する。術者は、照射部１２５により照らされた管腔Ａを表示部１８に
より視認しつつ、分岐を選択しながら長尺体１１を目的位置まで挿入する。このとき、長
尺体１１が細く形成されているため、細い管腔Ａまで挿入が可能である。目的位置に到達
した後、詳述しないが、観察、穿刺または投薬等の望ましい処置を行う。このように、長
尺体１１を細い管腔Ａまで挿入が可能であるため、肺の正常な部位を残しつつ、肺気腫の
低侵襲な処置が可能となる。
【００３２】
　本実施形態に係る内視鏡装置１０によれば、撮像部１２の周囲に環状に形成される吐出
部１５から、窓部１２２の先端側へ向かって流体を吐出しつつ生体内へ挿入するため、窓
部１２２に取り付いた汚れを取り除く以前に、窓部１２２の先端側に空気層が形成されて
窓部１２２への汚れの付着自体を抑制でき、手技が中断されず、かつ簡単な構造で実現で
きるために小型化（細径化）が可能である。そして、小型化されることで吐出される流体
のレイノルズ数が下がり、少量の流体でも汚れの付着を抑制することが可能となる。また
、少なくとも気体を含む流体を吐出するため、特に上気道、下気道（呼吸域）、口腔、消
化器等の気体を吐出可能な領域において適用されるが、このような領域では手技の際に気
体を吐出し続けることが可能であるため、汚れの付着を抑制しつつ手技を行うことが可能
である。
【００３３】
　また、吐出部１５のクリアランスＣ１が周方向に一定であるため、いずれの方向からも
汚れの付着を抑制できる。
【００３４】
　また、内視鏡装置１０は、吐出部１５に供給される気体を加湿する加湿装置１４を外部
に備えているため、特に呼吸域等の湿潤状態が望ましい領域に使用する際に、吐出される
流体の生体への影響を低減できる。
【００３５】
　また、流体供給源１３から供給される流体を、高濃度酸素とすることもできる。このよ
うにすれば、内視鏡装置１０を呼吸域に使用する際に、呼吸域へ酸素を供給する効果を付
加できる。
【００３６】
　また、流体供給源１３から供給される流体に、水、生理的食塩水または薬剤を含んだ液
体を含ませてもよい。例えば水や生理的食塩水等を含ませることで、窓部１２２に汚れが
付着してしまった際に、窓部１２２から汚れを効果的に吹き飛ばすことができる。また、
薬剤としては、喀痰中の蛋白質を分解して喀痰の粘度を低下させる効果があり去痰薬の成
分として利用されアセチルシステインなどが挙げられる。これら薬剤を含ませることで、
気管支内の喀痰などによる泡立ちを防止することができる。同様にシリコーン系の消泡剤
を用いても喀痰の泡立ちを防止することもできる。
【００３７】
　また、固体撮像素子１２４を用いて撮像するため、固体撮像素子１２４は細い撮像ケー
ブル１２６によって外部と信号が送受信されることから、撮像ケーブル１２６と長尺体１
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１の内壁面との間に、吐出する流体のための十分な流路を確保できる。
【００３８】
　＜第２実施形態＞
　第２の実施形態に係る内視鏡装置２０は、吐出部２５の構成が、第１実施形態に係る内
視鏡装置１０と異なる。なお、第１実施形態と同一の機能を有する部位については、同一
の符号を付し、重複を避けるため、説明を省略する。
【００３９】
　内視鏡装置２０は、図４，５に示すように、長尺体２１のルーメン２１１内の撮像部１
２が、ルーメンの一部に接して固定されており、吐出部２５が環状ではなく、最大クリア
ランスＣ２を有する三日月状に形成される。そして、ルーメン２１１の吐出部２５が形成
される内壁面には、先端側に向かって内径が狭まるように絞り部２５１が形成されている
。
【００４０】
　第２実施形態に係る内視鏡装置２０によれば、流体供給源１３および加湿装置１４を作
動させて、加湿された空気を長尺体２１のポート１１３に流入させると、吐出部２５に絞
り部２５１が形成されていることから、窓部１２２の先端側を覆うように流体が傾斜して
吐出される。すなわち、吐出部２５が窓部１２２の全周を囲まない半月状であるが、絞り
部２５１が形成されることで、窓部１２２の先端側に空気層が形成されて窓部１２２への
汚れの付着を抑制でき、手技が中断されず、かつ簡単な構造で実現できるために小型化（
細径化）が可能である。
【００４１】
　また、本実施形態の変形例として、図６に示すように、吐出部２５が形成される内壁面
には、窓部１２２方向へ突出する絞り部２５２が形成されてもよい。このように、絞り部
２５２が窓部１２２方向へ突出することで、流体供給源１３から供給される流体を窓部１
２２へ向かって吐出させて、窓部への汚れの付着を効果的に抑制することができる。
【００４２】
　＜第３実施形態＞
　第３の実施形態に係る内視鏡装置３０は、吐出部３５および撮像部３２の構成が、第１
実施形態に係る内視鏡装置１０と異なる。なお、第１実施形態と同一の機能を有する部位
については、同一の符号を付し、重複を避けるため、説明を省略する。
【００４３】
　内視鏡装置３０は、図７，８に示すように、撮像部３２に固体撮像素子を用いずに複数
の光ファイバを束ねたファイバスコープを用いており、電気信号ではなく受光した光を直
接外部へ導出している。
【００４４】
　撮像部３２は、長尺体３１の先端側において、ルーメン３１１の内壁との間に一定幅の
環状のクリアランスＣ３を有するように、ルーメン３１１の内壁から延びる支柱３１４に
よって固定される。そして、ルーメン３１１の吐出部３５が形成される内壁面には、先端
側に向かって内径が狭まるように絞り部３５１が全周に亘って形成されている。
【００４５】
　第３実施形態に係る内視鏡装置３０によれば、流体供給源１３および加湿装置１４を作
動させて、加湿された空気を長尺体３１のポート１１３に流入させると、吐出部３５に絞
り部３５１が形成されていることから、窓部３２２の前方へ向かって傾斜するように流体
が吐出される。したがって、窓部３２２の先端側を覆うように空気層が形成されて窓部３
２２への汚れの付着を抑制でき、手技が中断されず、かつ簡単な構造で実現できるために
小型化（細径化）が可能である。
【００４６】
　また、吐出部３５のクリアランスＣ３が周方向に一定であるため、いずれの方向からも
汚れの付着を抑制できる。
【００４７】
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　また、絞り部３５１が形成されるため、第１実施形態の場合よりも窓部１２２に近い領
域に流体が吐出されることから、窓部３２２に汚れが付着してしまった際に、窓部３２２
から汚れをより効果的に吹き飛ばすことができる。
【００４８】
　＜第４実施形態＞
　第４の実施形態に係る内視鏡装置４０は、吐出部４５の構成が、第１実施形態に係る内
視鏡装置１０と異なる。なお、第１実施形態と同一の機能を有する部位については、同一
の符号を付し、重複を避けるため、説明を省略する。
【００４９】
　内視鏡装置４０は、図９，１０に示すように、長尺体４１のルーメン４１１内の撮像部
１２が、ルーメン４１１と全周に亘って固定されており、吐出部４５として、撮像ケース
１２１の周囲に複数の貫通孔４５１が並んで配置されている。
【００５０】
　第４実施形態に係る内視鏡装置４０によれば、流体供給源１３および加湿装置１４を作
動させて、加湿された空気を長尺体４１のポート１１３に流入させると、貫通孔４５１を
有する吐出部４５から、窓部１２２の前方へ向かって流体が吐出される。これにより、窓
部１２２の先端側に空気層が形成されて窓部１２２への汚れの付着を抑制でき、手技が中
断されず、かつ簡単な構造で実現できるために小型化（細径化）が可能である。
【００５１】
　＜第５実施形態＞
　第５の実施形態に係る内視鏡装置５０は、吐出部５５および撮像部５２の構成が、第１
実施形態に係る内視鏡装置１０と異なる。なお、第１実施形態と同一の機能を有する部位
については、同一の符号を付し、重複を避けるため、説明を省略する。
【００５２】
　内視鏡装置５０は、図１１，１２に示すように、長尺体１１のルーメン１１１内の撮像
部５２が、ルーメン１１１と全周に亘って固定されている。撮像ケース５２１の基端側に
は、ルーメン１１１と撮像ケース５２１の内部を連通する導入孔５２３が形成されており
、撮像ケース５２１の先端側には、レンズ１２３への光路を構成する開口である吐出部５
５が形成されている。
【００５３】
　第５実施形態に係る内視鏡装置５０によれば、流体供給源１３および加湿装置１４を作
動させて、加湿された空気を長尺体１１のポート１１３に流入させると、流体がルーメン
１１１から導入孔５２３を介して撮像ケース５２１内に流入された後、吐出部５５から先
端側へ吐出される。吐出部５５の寸法は、光学系と共に適宜設計可能であるが、一例とし
て、撮像ケース５２１の外径が１．２ｍｍである場合に、直径０．３ｍｍまたはそれ以下
とすることができる。このような微細な吐出部５５から流体を吐出させることで、窓部で
もあるレンズ１２３の先端側に空気層が形成されてレンズ１２３への汚れの付着を抑制で
き、手技が中断されず、かつ簡単な構造で実現できるために小型化（細径化）が可能であ
る。
【００５４】
　＜第６実施形態＞
　第６の実施形態に係る内視鏡装置６０は、照射部６２５の構成が、第５実施形態に係る
内視鏡装置５０と異なる。なお、第１実施形態または第５実施形態と同一の機能を有する
部位については、同一の符号を付し、重複を避けるため、説明を省略する。ここでは３色
の光を分割発光する場合で説明するが、色の数はこれに限定されず、マルチスペクトルカ
メラを用いる等、デッドスペースを利用できる限りにおいて色数は自由に設定可能である
。また、インドシアニングリーンなどの蛍光診断薬剤を用いた近赤外域の特定波長を発光
させて観察する装置においても適用される。
【００５５】
　内視鏡装置６０は、図１３，１４に示すように、照射部６２５として、異なる波長であ
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る３色の光を分割発光させて照射する３つのＬＥＤが適用されている。３つのＬＥＤは、
固体撮像素子１２４の４辺のうち３辺に対応して存在するデッドスペースを利用して効率
的に配置される。各ＬＥＤからの照射光量の損失を少なくするために、撮像ケース５２１
を透明な材質にすることが好ましい。あるいは、吐出部５５内を通過可能な光路となるよ
うに、ミラー、レンズ等の光学部材（不図示）を組み合わせてもよい。
【００５６】
　第６実施形態に係る内視鏡装置６０によれば、３つのＬＥＤである照射部６２５を用い
ているため、固体撮像素子１２４により観測される光の色収差を後処理により補正するこ
とができる。
【００５７】
　＜第７実施形態＞
　第７の実施形態に係る内視鏡装置７０は、長尺体７１の構成が、第５実施形態に係る内
視鏡装置５０（図１１，１２参照）と異なる。なお、第５実施形態と同一の機能を有する
部位については、同一の符号を付し、重複を避けるため、説明を省略する。
【００５８】
　内視鏡装置７０は、図１５に示すように、長尺体７１に、内部を貫通するワーキングチ
ャネル７２およびリーク用チャネル７３（リーク機構）を備えている。ワーキングチャネ
ル７２は、例えば鉗子、ブラシ、超音波プローブ、バルーンカテーテル等の医療用デバイ
スを手元側から挿入可能となっている。リーク用チャネル７３は、気体を体外に逃がすた
めの流路として機能し、特に直腸や胃など閉塞されている気管に内視鏡装置７０を適用す
る際に、吐出された気体による生体の過膨張を防ぐことができる。また、リーク機構とし
て、図１６に示すように、長尺体７１の外表面に突起部７４を形成したり、または溝（不
図示）を形成することで、生体閉塞部との間に気体が流通可能な流路を確保してもよい。
【００５９】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲の範囲内で種
々改変できる。例えば、加湿装置１４は、必ずしも設けられなくてもよい。レンズ１２３
は、少なくとも空気中の光屈折に適するように設計されるが、空気と屈折率が異なるよう
な物質（例えば生体組織から出る水を含む液体など）がレンズ１２３の吐出部５５側の面
に付着する場合であっても撮像性能の低下が最小限となるよう、レンズ１２３の吐出部５
５側の面の曲率を減らして設計されることが好ましい。また、第１～第４実施形態の内視
鏡装置の照射部１２５を、第６実施形態と同様にＬＥＤとすることもできる。また、第１
～第７の全ての実施形態において、照射光を分割発光させ、各色での屈折率の違いを補正
することで、より簡単なレンズでも色収差を減少させることができる。また、第１～第６
実施形態に係る内視鏡装置が適用される領域は呼吸域に限定されず、耳鼻、消化器、生殖
器（卵管、子宮、膣）、泌尿器（腎盂、尿管、膀胱、尿道）または関節内等でも適用でき
る。
【００６０】
　さらに、本出願は、２０１１年３月１１日に出願された日本特許出願番号２０１１－０
５４８４４号に基づいており、それらの開示内容は、参照され、全体として、組み入れら
れている。
【符号の説明】
【００６１】
　　１０，２０，３０，４０，５０，６０，７０　　内視鏡装置、
　　１１，２１，３１，４１，７１　　長尺体、
　　１２，３２，５２　　撮像部、
　　１４　　加湿装置（加湿部）、
　　１５，２５，３５，４５，５５　　吐出部、
　　１１１，２１１，３１１，４１１　　ルーメン、
　　１２２，３２２　　窓部、
　　１２３　　レンズ、
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　　１２４　　固体撮像素子、
　　１２５，６２５　　照射部、
　　２５１，３５１　　絞り部、
　　４５１　　貫通孔、
　　Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３　　クリアランス、
　　Ｄ１　　長尺体の外径。
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摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜装置，在该内窥镜装置中，工序不被中
断，并且通过抑制污物附着于内窥镜的窗部，可以减小尺寸。 解决方
案：图像具有细长主体11，该细长主体11中形成有管腔111，并且窗口
部分122布置在细长主体的远端侧上的端部处，以插入到生物体内并吸收
外部光。 待获取的图像捕获单元12，细长体的远端侧上的端部，以及用
于从内腔向远端侧喷射至少包含气体的流体的喷射单元15，以及该喷射
单元， 内窥镜装置10是开口，该开口构成到成像单元中包括的透镜的光
路。 [选择图]图2
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